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尼崎市人権・同和教育研究協議会  副会長 三澤 雅俊 

 

前号までは「尼同教 50 周年記念誌」で執筆していただいた小餅谷信行さんの「40 周年から

50 周年まで」を掲載しましたが、今回からは、「尼同教 60 周年記念誌」に掲載された年表で

尼同教のあゆみを振り返っていきます。 

人権の歴史を振り返ってみると、人が自由に生きていくために、他者

と激しいやり取りを行ってきた。近世以降の世界各国での革命は、それ

を物語っている。 

二十世紀に入り、世界は、第一次世界大戦、第二次世界大戦を経験し、

甚大なる被害を被った。この悲惨な経験の反省のもとに、国際連合が設

立され、その後、世界人権宣言が採択されていった。そして、その勢い

が加速されたかのように、様々な禁止条約,差別撤廃条約が採択され各国

が批准し、人類は、地球規模のユートピアの創造を期待したのである。 

我々は、その状況をより高めていくために、一人一人が、人権につい

てきちんと理解し、より深めていく必要がある。そのための教育活動が

人権教育であり、その教育が日本も含めて、国際的に広まっていった。 

ところが、世界の様々な地域で、一部の人たちは、蔑まれ、差別を受

けたりしている状況もあり、戦後の人権擁護の方向が逆に向きかけてい

る感もある。 

しかし、人間としての尊厳を守り続けている人もたくさんおり、その

様な人たちは、世界各国で、人権擁護の運動を続けている。まだまだ、

ユートピアへの道筋には困難があるが、その様な人々がいる限り、地球

規模の理想郷への創造は夢ではないと信じる次第である。 

社会教育課 社会教育指導員 横井 哲男 

尼 同 教 で は 、  

団 体 会 員 ・ 個 人 会 員 を  

随 時 募 集 し て い ま す 。  
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就学前教育部長（保）… 浅田 尚子（水堂保育所） 

就学前教育部長（幼）… 中根 孝介（園田幼稚園） 

小学校教育部長 …… 高島 洋（七松小学校） 

中学校教育部長 …… 西村 純一（大庄北中学校） 

高等学校教育部長 … 髙見 和正（武庫荘総合高等学校） 

5 月 21 日（水）、尼崎市教育・障害福祉センター視聴覚室

で実施しました。全ての議案について、尼同教規約第 14 条

に基づき、議決権を有する会員（団体理事及び代議員 219

名）の過半数の承認をもって可決されました。 

ページ番号 1011854  

戦後 80 年。マスメディアが盛んに口にする

フレーズ。しかし 80 年の間世界ではずっと

戦争・地域紛争が絶えたことは無く 8 月時点

でウクライナとロシアは交戦中、イスラエル

はガザ地区やヨルダン川西岸地区に爆撃を加

え、シリア・スーダン・インド・パキスタンな

ど多くの国々が紛争をしています。そこで一

番犠牲を強いられるのは、小さい人、弱い人で

す。この現実から決して目を逸らすことなく、

地道な活動を続けたいと思うとともに、「夏休

み親子人権学習」や「ひょうご・ヒューマンフ

ェスティバル」のような催しの大切さを改め

て感じました。 

おわりに 

 「はじめ」にも書きましたが、この 10 年間は特段の動きも

無く、恒常的な事業を、淡々と、あるいは粛々と積み重ねてき

た 10 年間だと思います。これは、なにも活動が停滞したもの 

ではなく、教育、啓発といった営みは本来的に地道な活動の積

み重ねであるからだと思います。 

 

専門部 テーマ 報告者 

就学前教育部 
ごっこ遊びを通じて育む人とのかかわりと遊びの質の高まり 

～楽しいの輪を広げよう 一人一人の子どもが主役になれるかかわり～ 
古木 彩子 ・ 白石 駿人 （園田保育所 ） 

小学校教育部 
人を思いやる心を育み絆を深める 

～誰もが安心して学べる学校づくりをめざして～ 
谷口 陽慶 （立花小学校） 

中学校教育部 
多様性を尊重できる集団作りのために 

～自分も人も大切に～ 
高木 真穂 （大庄中学校） 

高特私教育部 県立神崎工業高等学校の人権教育の取組について 東野 健二 （県立神崎工業高等学校） 

8 月 2 日（土）、川西市立川西北小学校とキセラ川西プラザで開催されました。 

尼同教から 4 本の報告を行い、阪神地区 7 市 1 町からの参加者と共に、熱い討

議が繰り広げられました。 

・尼同教人権・同和教育推進大会 講演会 

・夏休み親子人権学習 

・ひょうご・ヒューマンフェスティバル 2025 in あまがさき 

・「尼同教の結成とその後の取組⑬」…尼同教 副会長 三澤 雅俊 さん 

・「人権・ひとこと」… 社会教育課 社会教育指導員 横井 哲男 さん 

年 度 尼同教の活動 尼崎市の動き 兵庫県・国の動き 

昭和 20 

（1945） 

 
 2 月「部落解放全国委員会」結成 

昭和 21 

（1946） 

 
 ３月「教育基本法」施行 

昭和 22 

（1947） 

 
５月「五月会」結成 ５月「日本国憲法」施行 

昭和 23 

（1948） 

 
４月 同和事業事務取扱始まる 12 月 国連が「世界人権宣言」を採択 

昭和 24 

（1949） 

 
  

昭和 25 

（1950） 

 
 ７月「兵庫県同和教育中央委員会」発足 

昭和 26 

（1951） 

 
 

10 月 オールロマンス事件（京都） 

11 月「全日本同和対策協議会」結成 

昭和 27 

（1952） 

 ２月 「五月会」を改め「尼崎市

同和事業協議会」発足 
 

昭和 28 

（1953） 

 

４月 環境改善予算計上（地区改

善事業費） 

６月「全国同和教育協議会」結成 

６月 第１回全同教研究大会（大阪市） 

11 月「兵庫県同和教育中央委員会」を「兵庫県同和教

育協議会」と改称 

昭和 29 

（1954） 

 
 

５月 第３回全国同和教育研究大会（姫路市） 

10 月 第１回兵庫県同和教育研究大会（宝塚市） 

昭和 30 

（1955） 

８月「尼崎同和教育研究会」結成 

同和教育研修会始まる 
 ８月「部落解放全国委員会」を「部落解放同盟」と改称 

☞次号につづく 

会 長 … 寺岡 陽子（個人会員） 

副会長 … 山本 育子（個人会員・尼崎ユネスコ協会） 

副会長 … 三澤 雅俊（個人会員） 

副会長 … 能登 誠二（個人会員） 

副会長・社会教育部長…長澤 健祐（部落解放同盟塚口支部） 

副会長・PTA 部長 … 橋本達夫（尼崎市 PTA 連合会） 

会 計 … 海治 博（尼崎市社会福祉協議会大庄支部） 
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